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（第３号様式－１） 

令和３年度 学校評価実施報告書 
 
 学校番号 ０３３   学校名 千葉県立船橋法典高等学校  課程名 全日制  
 

領域 
自 己 評 価 の 結 果 
（達成状況、結果の分析） 

改 善 方 策 
（自己評価の結果を踏まえた課題・改善の方向） 

学
校
経
営 

①学校ホームページは、５０回以上の更新があ
り、部活動での活躍や学校行事の様子等を伝
えることができた。更新回数は、昨年度の約
３０回を上回った。 

②学校における働き方改革を推進するために、
個人ごとにノー残業デーを設定して取り組ん
だ。前年度１１月の勤務時間外の在校等時間
は、平均３７時間４９分だったが、今年度の
１１月は、平均３３時間２８分となり、４時
間２１分短縮された。 

①感染症拡大防止対策のため、保護者等が来校
する機会が減っていることから、日頃の学校生
活の様子などについても、積極的に情報発信し
ていく。 
②学校評価アンケート（職員）の結果によれば
、働き方改革に積極的に取り組んでいると肯定
的に回答した割合が４７．７％と半数に満たな
い状況にあり、職員が働き方改革の効果を実感
できていない。更なる業務改善と意識改が必要
である。 

学
習
指
導 

①学校評価アンケート（生徒）によれば、「き
ちんと学習活動に取り組んでいる」と肯定的
な回答をした生徒が９０．７％、「授業内容
が理解できている」が同８１．５％と、いず
れも直近５年間の調査結果のなかで、最高値
となった。 

 
②６月と１１月に授業参観を実施した。授業の
様子や学校の取組に対し、保護者からは好意
的な意見が寄せられた。 

①授業や課題に取り組む態度は良好であり、落ち
着いた雰囲気の中で学習することができている
。学校評価アンケートにおいて、「学力は向上
しつつある」と肯定的に回答した生徒が６６．
１％と昨年度より２．２ポイント上昇したが、
家庭での学習習慣を付けることなどを目標にし
て取り組んでいく。 

②保護者等が授業を参観した保護者へのアンケー
ト項目を充実させるなど、より幅広い意見が得
られるようにしていく。 

生
徒
指
導 

①個人面談を４月と９月に実施した。９月は分
散登校が行われたため、面談期間を延長して
時間を確保した。気になる生徒等については
教育相談委員会で情報を共有し、スクールカ
ウンセラーや養護教諭と連携して対応するこ
とができた。 

②いじめ防止を目的とした調査を学期ごと計３
回実施した（報告時点では、２回実施済み）
が、いじめを訴える記載はなかった。 

①生徒への声掛けや日頃の様子を観察することで
気づいた生徒の変化を、教育相談委員会等で共
有し、組織的にフォローアップができる体制を
維持していく。 
 
 
②引き続き、いじめが発生しない安全・安心な学
校づくりを心がけ、職員が一丸となっていじめ
を許さない雰囲気づくりに取り組んでいく。 

キ
ャ
リ
ア
教
育 

年度の初めから、継続的に公務員対策講座を
開いて指導を行ったところ、希望者６名全員が
公務員試験に合格した。また、１１月には、１
、２年生を対象に、約３０の大学や専門学校を
招いて進路ガイダンスを開催した。さらに、２
月には、進路決定した３年生を招いて、放送に
よる合格体験報告を実施した。 
 

引き続き、生徒一人一人のニーズに応じたき
めの細かい進路指導を行うことで、生徒、保護
者の期待に応えていく。 

特
別
活
動 

①感染症拡大防止の観点から、学校行事につい
ては開催方法や開催規模の見直しを行いつつ、
可能な限り実施するようにしたところ、学校評
価アンケート（生徒）の設問「学校行事は充実
している」への肯定的な回答が７３．１％と、
昨年度と比較して１２ポイント上昇した。 
②部活動の加入率が、昨年度の６９％から、今
年度は６７％に減少した。 
 
 

①学校行事については安易に中止にすることな
く、感染防止対策を徹底しながら生徒の安全を
第一に考え、可能な範囲で実施していく。 

 
 
 
②本校部活動の活躍を幅広く宣伝するなどして
その魅力を伝えるとともに、部活動の活性化を
図り、学習だけでなく部活動にも熱心に取り組
もうとする生徒の育成に努める。 
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（第３号様式－２） 

※アンケート結果を集計して公表することで、学校評価の結果を公表したとみなすことは適当ではない。 

 

自己評価・学校関係者評
価・今後の改善方策の公
表について、時期や公表
方法を明確に記入する。 

学校ホームページにおいて、学校評価実施報告書を３月中に公開する。 

領域 学 校 関 係 者 評 価 の 結 果 
学 校 評 価 の ま と め 
（課題と次年度に向けた改善策） 

学
校
経
営 

①学校ホームページの更新回数を増やしたと
ころ、学校評価アンケート（保護者）の設
問「ホームページや学校だより等で学校の
様子がよく伝えられている」に肯定的に回
答した割合が７２．１％と、昨年度と比較
して３．９ポイント上昇した。 
②何ができるのかを生徒自身が考えて、生徒
主導で取り組めるようにしていくと良い。
先生の仕事が増えてはいけない。 

①学校ホームページで、学校行事の様子や部活
動等での生徒の活躍を紹介するなどして、学校
の教育活動への理解を深めてもらえるよう、内
容の充実に努める。 

 
 
②学校や教員の仕事を見直し、業務改善を進め
ていくとともに、職員が連携して業務にあたる
ことで負担感を減らしていく。 

学
習
指
導 

１０年前に比べれば、かなり生徒が落ち着
いている。真剣に授業を受けていた。学力を
伸ばし、進路目標も変えていき、次の目標に
向かって取り組めているということは、先生
方が努力されているのだと感じた。 
学校評価アンケート（保護者）によれば、

設問「きちんと学習活動に取り組んでいる」
に肯定的に回答した割合は８７．３％で、昨
年度と比較して０．８ポイント増加した。 

ＩＣＴ機器を有効活用することで授業への興
味関心を高めるとともに、感染症対策を講じな
がら意見交換や学び合いの場を充実させ、主体
的に授業に取り組めるように改善を進める。こ
のような授業改善を通して、「きちんと学数活
動に取り組んでいる」、「授業内容が理解でき
ている」といった設問に対し、肯定的に回答す
る生徒の割合を増加させる。 

生
徒
指
導 

①スクールカウンセラーへの１、２学期の相
談延べ人数が、昨年度は７９名だったとこ
ろ、今年度は８６名となり、連携をとりな
がら対応できるケースが増えた。また、学
校評価アンケート（保護者）によれば、設
問「生徒の相談に親身になって応じてくれ
ている」に肯定的に回答した割合が８２．
６％で、昨年度から０．８ポイント上昇し
た。 
②学校評価アンケート（保護者）によれば、
設問「一人一人を大切にした指導がなされ
ている」に肯定的に回答した割合が７７．
７％で、昨年度から０．４ポイント上昇し
た。 

①教育相談委員会を有効に機能させ、組織的に
生徒支援が行える体制を維持していくととも
に、スクールカウンセラーや養護教諭、保護
者等とも連携を深めることで、多面的なフォ
ローアップができるよう指導体制の充実を図
っていく。 

 
 
 
②生徒一人一人に対して、丁寧な対応を心がけ
、学校評価アンケート（職員）の設問「生徒
の相談に親身になって応じている」への肯定
的な回答の割合が、３年連続１００％となる
よう、取り組んでいく。 

キ
ャ
リ
ア
教
育 

 学校評価アンケート（生徒）によれば、「
役立つ進路情報が十分に提供されている」の
設問に肯定的に回答している割合は８５．２
％と、直近５年間で最高値となった。 

多様な進路に関する情報を幅広く提供すると
ともに、ガイダンス等で学んだことを振り返る
機会を充実させることで、職業選択時のミスマ
ッチを避け、よりよい人生につながるよう、き
めの細かい進路指導に取り組んでいく。 

特
別
活
動 

 生徒が主体となって、自分自身ができると
思う場面に積極的に参加していくことで、ア
ンケートの「学校行事」や「入学してよかっ
た」の数値が上がっていくとよい。 
学校評価アンケート（生徒）によれば、設

問「入学してよかったと思う」に肯定的に回
答した割合は８０．５％で、直近５年間で最
高値となった。 

学校内でクラスタを発生させることなく、教
育活動を実施することができた。引き続き、十
分な感染症対策を講じた上で、学校行事の充実
を図っていく。 


